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し
、
北
京
に
到
来
し
た
琉
球
使
節
が
こ
れ
を
知
っ

て
、
自
国
に
導
入
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
囚
。
げ
爵
霧
匪
8
0
刈
）
。

　
本
発
表
の
末
尾
で
は
、
さ
ら
に
麻
疹
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
。
そ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
ー
ク
年
表
を
朝

鮮
、
日
本
本
土
、
琉
球
列
島
、
蝦
夷
地
に
つ
い
て

作
成
す
る
と
、
い
ず
れ
で
も
流
行
の
間
隔
が
長
く
、

東
ア
ジ
ア
で
は
一
九
世
紀
ま
で
、
麻
疹
が
エ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
の
は
中
国
本
土
だ
け
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
上
記
地
域
で
は
、

ア
ウ
ト
ブ
レ
ー
ク
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
生
し
た
場

合
が
い
く
つ
か
あ
り
、
中
国
本
土
か
ら
朝
鮮
半
島

を
経
由
し
て
、
日
本
本
土
、
さ
ら
に
琉
球
列
島
や

蝦
夷
地
に
伝
播
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
琉
球

王
国
で
は
外
来
の
麻
疹
患
者
の
隔
離
も
お
こ
な
わ

れ
た
が
、
そ
の
伝
播
力
の
強
さ
も
あ
っ
て
か
、
天

然
痘
の
場
合
の
よ
う
な
本
格
的
制
度
化
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
中
国
本
土
を
中
心
と
す
る
疾
病

空
間
は
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
他
の
周
辺
地
域
と
の
あ

い
だ
で
も
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
類
似
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
必
要
の
あ

る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
指
摘
し
た
。

二
〇
〇
九
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
九
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
間
月
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
藤
井
譲
治
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
江
川
温
氏
を
司
会
に
選
畠
し
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ

れ
た
。

　
庶
務
（
中
砂
明
徳
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
今
年
度
の
例
会
実
施
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
来
年
度
例
会
は
四
月
十
七
日
（
土
曜
日
）

に
「
民
族
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

案
内
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
月
の
理
事
会
・
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
た
会
則
の
改
正
案
を
提
示
し
、
総

会
の
承
認
を
得
た
。

　
編
集
（
吉
本
道
雅
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
嚇
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
直
様
良
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
〇

九
年
度
予
算
の
紹
介
、
科
工
費
申
請
の
準
備
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
広
報
（
谷
川
穣
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
一
層
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
準
備
を
進

め
て
い
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
紀
平
　
英
作
氏

　
「
歴
史
と
は
何
か
」

　
小
林
　
　
茂
氏

　
「
近
世
東
ア
ジ
ア
の
疾
病
空
間
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
永
井
和
理
事

と
田
中
和
子
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
近

年
ま
れ
に
み
る
盛
況
で
、
一
五
三
名
の
参
加
者
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
小
山
哲
理
事
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食
形

式
の
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
貴
　
中
砂
明
徳
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
九
年
　

一
月
二
日
改
正
）

第
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者

　
が
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
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る
研
究
を
行
う
こ
と
を
翼
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

！

　
　
2

第
五
条

総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

会
誌
『
史
林
騙
等
の
発
行

　
　
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

理
事
長
一
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

（
内
常
務
理
事
四
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
員

四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条
　
役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

　
招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

　
を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

　
編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

　
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
　
委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
綱

　
集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

　
を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
さ
ま

　
た
げ
な
い
。

第
九
条
　
本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

二
種
類
と
す
る
。

1

正
会
員
2
．
学
生
会
員

第
十
条
　
会
員
は
会
誌
『
史
林
』
の
配
布
を
受
け
、

か
っ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
　
会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
！
）
　
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

　
　
団
体
が
消
滅
し
た
時

　
（
2
）
　
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条
　
会
員
は
、

所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

納
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。

さ

ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条
会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

し
な
い
。
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

　
還
す
る
。

第
十
四
条
　
適
宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の

　
度
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
五
条
　
毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

　
会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

　
び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

　
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

附
　
則
　
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議

　
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

　
に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

　
を
行
う
。

※
改
定
箇
所
を
傍
線
で
示
し
た
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
三
一
一
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

236 （236）



◇
注
は
各
海
馬
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
査
読
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
1
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
…
タ
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
記
「
補

　
足
」
の
く
電
子
デ
…
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て

　
添
付
す
る
こ
と
。

◇
図
版
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
V
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活

　
字
を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
印
捌
経
費
の
一

　
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

送
り
先
一
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
9
↑
八
五
〇
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

　
　
『
史
林
繍
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
・
C

　
D
t
R
・
C
D
－
R
W
の
い
ず
れ
か
の
メ
デ
ィ

　
ア
に
保
存
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

　
ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

　
ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

　
お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

　
ソ
フ
ト
（
H
嵩
¢
。
。
躍
讐
。
【
や
℃
7
0
8
終
。
唱
な
ど
）

　
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認

　
を
す
る
こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

　
こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
珊
㎜
×
珊
㎜
（
キ
ャ
ブ

　
シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

　
4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
…
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
脳
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
．
て
広
前
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
！
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
る
こ
と

　
が
あ
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
音
嘗
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。
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受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
九
年
｛
○
月
二
詣
ハ
日
～

　
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
）

顛
‘
・
δ
H
貯
客
Φ
圏
畠
銘
（
匹
O
o
一
Φ
σ
q
一
〇
U
Φ
竃
Φ
峯

　
一
8
と
｝
三
四

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
六
一
一

　
～
三

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
一
－
四

東
北
文
化
研
究
室
紀
要
（
東
北
大
学
文
学
研
究
科

　
東
北
文
化
研
究
室
）
五
〇

東
北
文
化
資
料
叢
書
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
東
北
文
化
研
究
室
）
四

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
央
研
究

　
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
八
O
i
三

史
學
（
三
田
史
学
会
）
七
八
－
三

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
五
一
一

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
＝
二

立
命
館
法
案
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
二
五

哲
學
研
究
（
京
都
哲
學
會
）
五
八
八

　
　
会
　
　
告

本
号
は
定
価
二
〇
〇
〇
円
で
す
が
、

格
は
一
二
〇
〇
円
に
致
し
ま
す
。

会
員
価

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
こ
こ
五
年
ほ
ど
、
史
学
の
総
合
雑
誌
で
あ
り
ま

す
弊
誌
で
は
、
専
門
領
域
を
越
え
た
共
通
の
対
話

や
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
歴
史
研
究
の
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
た
め
の
試
み
と
し
て
、
毎
巻
一
号

を
特
集
号
と
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
入
八
巻
、

八
九
巻
の
「
歴
史
学
の
現
在
扁
を
皮
切
り
に
、
九

〇
巻
か
ら
は
、
特
定
の
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
た

前
年
開
催
の
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
に
も

と
つ
く
論
説
を
中
心
に
構
成
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
過
去
三
年
間
の
「
国
境
」
「
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
」
「
環
境
」
に
引
き
続
き
、
「
戦
争
」
を

共
通
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。
一
一
〇
〇
九
年
四

月
一
八
日
に
開
催
し
ま
し
た
史
学
研
究
会
例
会
で

の
報
告
を
も
と
に
し
た
千
田
、
尾
下
、
鈴
木
、
高

嶋
、
福
間
各
氏
の
論
説
に
く
わ
え
て
、
現
代
史
の

喜
多
氏
の
論
説
と
考
古
学
の
阪
繭
氏
の
研
究
動
向
、

そ
の
他
三
本
の
書
評
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

論
説
・
研
究
動
向
・
書
評
を
つ
う
じ
て
、
考
古
学

に
よ
る
戦
争
研
究
か
ら
、
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

技
術
と
戦
争
の
か
か
わ
り
や
戦
争
体
験
を
め
ぐ
る

善
西
説
の
受
容
に
至
る
ま
で
、
非
常
に
多
彩
で
ユ

ニ
ー
ク
な
力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

論
考
は
専
門
性
の
高
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
第
一
線
の
研
究
者
に
よ
る
最
新

の
研
究
成
果
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
近
年
の
動
向

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
歴
史
学
各
分
野
で
の
「
戦

争
」
研
究
の
最
前
線
と
こ
れ
か
ら
の
大
い
な
る
可

能
性
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
例
会
は
、
今
年
四
月
一
七
日
（
土
）
に

「
民
族
」
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
予
定
で
す
。

近
日
中
に
は
ご
案
内
さ
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
古
松
一
宗
志
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
ぴ
毒
ミ
萎
・
壽
。
。
．
巳
一
「
鋤
9
堂
罫
＼
貯
魁
Φ
導
導
一

　
本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

　
平
成
こ
｝
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

　
成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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